
 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  越前市武生東小学校          
                                                                                       
 

 

 

        

     

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

・全学年週３回ずつ「東っ子スポーツタイム」を設定し、持久力を高める運動と、はぴりゅう

スポーツ広場等を活用しいろいろな体力を高められるようにしていく。個人カードとはぴりゅ

うスポーツ広場の集計機能を併用し、意欲の向上と競争心を高めていく。 

・児童が楽しみながら運動し、体力の向上ができるよう、様々な遊びができる環境を整える。

（縦割り班ごとに遊ぶ機会の確保や委員会主体の企画、固定遊具・器械器具等の使用推奨等） 

・体育授業時の補強運動として「走る・投げる・跳ぶ」の活動を取り入れた運動を積極的に取

り入れることで走力、投力、瞬発力の向上を図る。また、特に昨年の体力テストの結果より、

柔軟性の向上が必要であることが分かったので、整理的運動として、柔軟性を高める運動を取

り入れていく。 

 これらの結果、来年度の体力テスト結果において、県平均以上が６０パーセントを超える

ようにしていきたい。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・体育的行事（体育大会、体力テスト、マラソン記録会、なわとび記録会など）を通して、

運動への意欲・意識を高めるとともに、自分なりのめあてを持ち、達成感や充実感を味わわ

せる。   

・「スポーツ大好きっ子教室」を期間を設けて実施する。体を動かす喜びを味わう機会を設け

ることにより、運動嫌いな児童が減少し、スポーツ大好きっ子の増加を目指す。（今年度は器

械運動を予定） 

 

 

＜その他＞ 

・「運動をする」という面だけでなく「見る」「支える」「知る」という視点を加えて体

育の授業に取り組んでいく。「見る」では、友達の動きを見たり、動画を見たりして動きを

学ぶ。「支える」では、運動の補助をしたり、ゲームの審判をしたりと、友達やチームを支

える。「知る」では、その運動における動き方を理解する。 

・学校外部の団体が行う企画を積極的に活用し、運動の楽しさを感じさせる。 

・健康・生命尊重や食育の分野では、養護教諭や栄養教諭と協力して指導を行う。 

 

 

スポーツ大好きっ子倍増計画！！ 
～体力向上とスポーツに親しむ児童の増加をめざして～ 

 





 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名 越前市武生南小学校         

                                                                                       

 

 

        

     

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

○基礎体力の定着 → 単元での本運動を意識した柔軟、補強運動を取り入れる。 
 ・全校で統一したメニューの準備運動（ダッシュやコンディショニング走）を行う。 

  跳躍系の強化運動を中心に行い、体力テストの課題である立ち幅跳びの数値を高める。 

○めあて学習の充実 → 運動の楽しさ、できた喜びを味わわせる。 

 ・授業の最初にその時間の流れやめあてを明示し、目的意識を持たせる。活動後には

振り返りを行い、自己の課題を把握させ、どのように解決すると良いのか練習方法

などを考えさせる。 

〇業間活動 → １年間を通して実施し、児童の基礎体力向上を目指す。 

・週に１回、晴れの日は５分間走、雨の日はなわとびに取り組む。 

○ICTの活用 

 ・ICTを活用し、自分の動きを確認して、課題を見つけたり、技のポイントを見付け

たりするのに役立たせる。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

○学校全体の運動意欲の向上 → 体育委員会による企画イベントの場を設定する。 

 ・体育委員会を中心に、児童の特技を撮影し、その動画を給食の時間等に放映し、児 

童それぞれの良さを発揮できる場を設定する。 

 ・マラソン大会では、自分が無理のないペースで走れる距離を選択して行う。 

（例：高学年 １０００ｍコース、１２００ｍコース、１４００ｍコースから選択） 

○業間活動の実施  → 業間活動を週１回、活動の場を工夫して実施する。 

 ・時間走（５分）、なわとび（１分×３回）、ラジオ体操を実施する。なわとびは、 

学校共通の検定を用いて、児童が主体的に取り組めるようにする。 

○はぴりゅうスポーツ広場の実施 → 家庭と連携して、継続的に実施する。 

 ・楽しく運動に親しめるように、スポーツ広場の種目を週に１回、業間活動に取り組

んだり、家庭にも呼びかけたりしながら、学校全体で取り組んでいく。 

 

＜その他＞ 

○体育大会やマラソン大会などの体育的行事を保護者や地域にも周知し、当日はたくさ 

んの応援の中で児童ががんばる姿を見てもらえる環境を設ける工夫をする。 

○器械運動やダンスなどの外部講師を積極的に活用していく。 

○学校保健委員会を実施する。保健主事、養護教諭と連携し、５年生が中心となって、

睡眠・食・運動・心の健康について調べ、集会等で発表する。 

 

 

みなみっこパワーアップ大作戦 
わかる・できる体育を目指して、楽しみながら自ら運動に親しむ児童の育成 

 





                                                                                       
 







楽しみながら取り組み体力向上 



 

令和７年度 児童生徒体力づくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  越前市王子保小学校     

 

 

 

             

  

 ＜本校の体力向上の取組みについて＞ 

・基礎体力の向上と基本的な技術の習得をめあてとして、授業を行っていく。そのため

に、準備運動には必ず、握力を高めるグーパー体操、体の中の筋肉や神経のつながり

をよくするための体幹を整えるドリル、瞬発力を高めるダッシュや馬跳び等を取り入

れる。 

・ＩＣＴを用いて客観的に自分の動きを把握しながら運動することができるよう場の設

定を工夫する。（球技におけるオフ・ザ・ボールの動きの確認、器械運動の技の撮影

など）また、児童一人ひとりが目標を持ち、積極的に運動に取り組んでいけるよう、

目標や記録を書き込める個人カード（ICTで作成）を活用し、めあてに向かって努力し

達成感が味わえるようにする。 

・保健の学習では、単元に応じて養護教諭や薬剤師の協力を得ることで、内容の充実を

図る。 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 

・体育的行事を充実させ、それに伴って業間体育を実施する。 

 〇体育的行事 

・校内体育大会（5月）       ・縦割り班ドッジボール大会（12月） 

・持久走チャレンジ（５、11月）   ・縦割り班８の字跳び大会（5、2月） 

○業間体育 

４月  持久走（時間走）  

５月  縦割り班８の字跳び練習 

６月～ はぴりゅうスポーツ広場チャレンジ 

９月～ 持久走（時間走） 短縄跳び練習 

１２月 縦割り班ドッジボール練習 

２月  縦割り班８の字跳び練習 

＜その他＞ 

  ・家庭での運動を促すため、なわとびカードなどを配付する。 

  ・体育の授業や業間体育で行ったことを、はぴりゅうスポーツ広場に入力し、運動や

スポーツに気軽に親しむきっかけをつくる。はぴりゅうスポーツ広場にある様々な

運動に取り組み、記録が上がる達成感を味わったり、次の記録に挑戦する向上心を

高めたりするとともに休日や家庭でも運動やスポーツを楽しむことができるように

する。 

運動を通してたくましい心と体を育てる 

～目標を持ち、自ら積極的に運動に取り組む児童の育成～ 



運動を通じて「わかる」「できる」経験を通して、 

他者と楽しみながら運動に親しむ心を育む 







 

令和７年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名   越前市白山小学校   
                                                                                       

 

＜本校の体力向上の取組みについて＞ 
昨年度の体力テスト（4～6年生実施）の結果を見ると、本校児童は男女ともに、ほとんどの種

目において全国平均値を上回る結果となっている。しかし、「長座体前屈」「反復横跳び」「50

ｍ走」等で、課題が見られた。そこで、この結果と児童の実態を踏まえて、全種目、全国平均を

上回ることができるように、以下のような取組みを行っていく。 

◎柔軟性を高める取組み 

・体育の授業の準備運動で、年間を通して、継続的に個人やペア・グループでの体ほぐしを行う。 

◎体幹・瞬発力を鍛える取り組み 

・体育の授業の準備運動で、年間を通して、継続的に個人やペア・グループで体幹・瞬発力を鍛え

る遊びを取り入れる。 

◎持久力を高める取組み 

・5月～10月の火曜日と木曜日の業間に5分間走を行う。3年生以上は、「はぴりゅうスポーツ広 

 場」（マイペースコース・マラソン）を活用し、5分間走の記録をタブレットに記録していく。 

 

＜児童の運動習慣の育成について＞ 
・運動の苦手な児童も運動を楽しむことができるように、運動の苦手な児童への配慮を意識した

体育の授業作りに努める。 

・個別に目標設定を行ったり、レベルに応じた場の設定を行ったりすることで、自己の課題と向

き合うことができるように体育の授業を計画する。 

・週末の家庭学習に、「はぴりゅうスポーツ広場」を取り入れ、休日の運動量の確保に努める。 

・雨の日の業間や冬季の業間に全校で8の字跳びにチャレンジする機会を設けて、異学年で運動

に親しむ取組みを行う。 

・外で遊ぶ企画を委員会が企画し、教室内にいることの多い児童も外に行き、体を動かして遊ぶ

時間が確保されるようにする。 

 

＜その他＞ 
・体育的行事として、５月体育大会、１１月マラソンチャレンジ、２月なわとびチャレンジ等を予

定しており、テーマ・目標を設定し、年間を通して計画的に行い、充実を図る。 

・王子保小学校、池田小学校と連携して、スポーツフェスティバルを開催し、ニュースポーツを通

して、運動や交流を楽しむ取組みを行う。 

・越前市武生中央公園温水プールと連携して、専門的な水泳指導をうける。 

・週末の家庭学習に「はぴりゅうスポーツ広場」を取り入れ、家庭と連携しながら体力向上の取

組みを行う。 

・健康教育に関わる掲示を充実させて、日頃の生活習慣を見直す仕掛けづくりをする。 

運動の楽しさを実感し、自己の体力向上を目指すことができる子の育成 
～生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現のために~ 

 



 

 



      
                                                                                       

 

 

 

 



主体的に体力向上に取り組む児童の育成



越前市岡本小学校

昨年度の体力テストの結果、50ｍ走と握力に本校の課題があることが明らかとなった。 

これらの能力向上のために、以下の取組を実施する。 

50ｍ走→全国平均超え４項目以上(学年男女別) 

  ・走力向上につながる補助運動やトレーニングを教員間で共有し、取り入れる。 

  ・RJ(リバウンドジャンプ)を準備運動に取り入れる。 

握力→全国平均超え４項目以上(学年男女別) 

  ・グーパー体操を朝の会等で継続して行う。(→はぴりゅうスポーツ広場に記録) 

  ・握力グリップを各学級に配付し、休み時間等に自由に鍛えられる場を設ける。 

セカンドチャレンジ 

今年度の体力テストの結果から本校の課題となる項目を分析し再測定(11～2月頃)を

実施する。６月からの記録の伸びを児童が実感できるように、ワークシート等を用いて

視覚的に変化を捉えられるようにする。 

運動習慣を身につけるために、以下の取組を実施する。 

・｢元気に走ろう！｣(業間運動) 

･･･4～11月の期間、週に一度全校児童がグラウンドで5分間走を行う。 

（→はぴりゅうスポーツ広場に記録） 

・｢縦わり大縄とび｣(業間運動) 

･･･元気に走ろう期間の雨天時、縦わり班ごとに大縄８の字跳びを行う。 

・｢なわとびタイム｣(業間運動) 

･･･12～2月の期間、週に一度なわとびの持久跳びと技跳びに挑戦する。 

（→はぴりゅうスポーツ広場に記録） 

・委員会企画･･･健康委員会によるスポーツ大会や運動コーナーなどの企画を実施する。 

・永く伝わる伝統音頭を地域の人から教わり、体育大会で一緒に踊る。 

・インターネット１０ケ条(ﾒﾃﾞｨｱｱﾝｹｰﾄ)を年３回実施する。児童と保護者がメディアとの

付き合い方について一緒にふり返る機会とする。 

・すこやか週間にﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾄﾛｰﾙに関するチェック項目を設け、生活習慣の改善に努める。 

すすんで運動し、新たな目標に挑戦しようとする子の育成 

 


